
■
■
甲

見
え
た
春

和
学
院

・
遵
・

'
、
"
、
↑

し
、
、
倉

轟
一

や
ま
な
し
が
く
い
ん

今
春
の
セ
ン
バ
ツ
、
春
佑
回
目
の

甲
子
園
で
、
初
の
頂
点
に
立
っ
た
。

同
校
初
の
1
大
会
2
勝
を
挙
げ
る
と
、

6
試
合
を
勝
ち
上
が
っ
た
。

山
梨
県
勢
初
の
快
挙
。
に
向
け
て
は
、

さ
ら
な
る
上
積
み
を
目
指
し
て
い
る
。

写
真
n
小
直
樹

臥

ス
タ
ミ
ナ
で
東
北
(
宮
城
)
と
の
開

幕
試
合
か
ら
決
勝
ま
で
6
9
6
球
を

投
げ
切
っ
た
。
清
峰
(
長
崎
)
を
率

い
て
2
0
0
9
年
春
の
セ
ン
バ
ツ
を

制
し
た
山
梨
学
院
・
士
口
田
洸
二
監
督

は
史
上
4
人
目
と
な
る
複
数
校
で
の

甲
子
園
優
勝
を
達
成
こ
れ
ま
で
山

梨
学
院
は
甲
子
園
で
1
大
会
1
勝
が

最
高
成
績
だ
っ
た
が
、
一
気
に
頂
点

ま
で
駆
け
上
が
っ
た
。
指
揮
官
は

「
ま
さ
に
神
風
が
吹
い
た
。
『
優
勝
し

ろ
よ
!
と
甲
子
園
の
神
様
が
言
口
っ

て
い
た
」
と
快
進
努
振
り
返
っ
た
。

県
勢
初
の
偉
業
に
山
梨
県
高
野
連

関
係
者
は
「
一
つ
の
壁
を
破
っ
て
く

れ
た
」
と
箭
し
た
そ
の
上
で
「
山

梨
学
院
と
互
角
の
戦
い
が
で
き
れ
ぱ
、

他
校
も
全
国
レ
ベ
ル
の
力
が
あ
る
と

自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
」
と
波

及
効
果
に
期
待
。
セ
ン
バ
ツ
後
の
県

大
会
は
期
待
し
た
通
り
の
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
決
勝
で
は
甲
府
工

が
延
長
訟
回
の
激
戦
の
末
、
玲
対
巧

で
山
梨
学
院
を
撃
破
。
降
雨
の
悪
条

件
下
だ
っ
た
が
、
セ
ン
バ
ツ
で
は
安

定
感
を
誇
っ
た
山
梨
学
院
の
工
ー
ス

右
腕
・
林
は
5
回
、
を
口
安
打
W

失
点
全
国
の
強
豪
が
打
ち
崩
せ
な

か
っ
た
右
腕
を
攻
略
し
て
み
せ
た

県
外
の
チ
ー
ム
で
も
プ
ロ
注
目
の
最

速
1
5
0
*
0
右
腕
・
早
坂
郷
を
擁
す

る
幕
張
総
合
(
千
楚
と
練
習
試
合

を
行
う
な
ど
「
王
者
」
と
し
て
、
挑

戦
を
受
け
て
立
つ
立
場
と
な
っ
て
い

る

[
山
梨
]

、
、
"
な

「
」
「
実
力
」
「
い
」

今
春
の
セ
ン
バ
ツ
で
県
勢
と
し
て

春
夏
通
じ
て
初
の
甲
子
園
優
勝
を
成

し
遂
げ
た
山
梨
学
院
。
大
黒
柱
の

エ
ー
ス
右
腕
・
林
謙
吾
は
全
6
試
合

に
登
板
し
、
 
4
完
投
で
セ
ン
バ
ツ
史

上
初
の
6
勝
を
挙
げ
た
無
尽
蔵
の

●
セ
ン
バ
ツ
優
勝
投
手
の
工
ー
ス
・
林
は
、
 
U

帽
代
表
候
補
強
化
合
宿
に
参
加
関
東
大
会
1

回
戦
(
対
横
浜
隼
人
)
で
は
、
 
5
回
参
考
な
が

ら
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
遂
げ
、
安
{
正
感
は

相
変
わ
ら
ず
で
あ
る

市
長
特
別

?

.

賞
」
が
授

『

与
さ
れ
た
。

夏
は
2
季

"
一
一
、

連
続
の
甲

瓢
、
舟

子
園
優
勝
一

に
期
待
も

念
一
、

曳
.

寄
せ
ら
れ

ヲ

る
が
、
吉

3
、
う

田
監
督
に

,

忠

慢
、
心
は
な

鳥
割

過
去

いに
甲
子
園

を
制
し
た

指
揮
官
は

「
運
」
「
実
力
」
「
勢
い
」
が
大
事
と
口

を
そ
ろ
え
て
い
た
と
回
想
。
「
優
勝
し

た
監
督
さ
ん
が
よ
く
言
っ
て
い
た
意

味
が
分
か
り
ま
し
た
(
山
梨
学
院

は
)
優
勝
に
必
要
な
運
と
勢
い
 
3

つ
の
、
つ
ち
2
つ
が
し
っ
か
り
か
み

合
っ
て
い
た
ん
だ
な
、
と
勢
い
の

大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
地
兀
に

帰
っ
て
練
習
試
合
と
か
で
負
け
て

(
セ
ン
バ
ツ
で
は
)
す
べ
て
が
う
ま
く

い
っ
て
い
た
ん
だ
な
と
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
練
習
試

食
決
勝
で
敗
れ
た
県
大
会
の
戦
い

を
通
じ
て
「
自
分
た
ち
の
現
在
地
が

見
え
た
」
と
謙
虚
に
見
据
え
た
。

U
椙
代
表
候
補
で
深
め
た
自
信

山
梨
2
位
と
し
て
関
東
大
会
に
出

場
横
浜
隼
人
(
神
奈
川
)
と
の
ー

回
戦
で
は
口
対
0
で
5
回
コ
ー
ル
ド

勝
ち
し
、
投
打
に
力
の
差
を
見
せ
た

打
っ
て
は
一
番
・
徳
弘
太
陽
が
2
ラ

ン
を
含
む
4
安
打
3
打
点
と
打
線
を

れ
る
攻
略
法
を
忠
実
に
実
h
で
き
る

顎
脳
の
高
さ
も
券
の
源
だ

春
の
頂
点
に
立
っ
た
甲
府
工
、
好

投
手
を
擁
す
る
甲
府
城
四
駿
台
甲

府
地
力
の
あ
る
日
本
航
空
張
大

甲
府
な
ど
県
内
の
実
力
校
が
王
者
撃

破
を
狙
う
林
の
負
扣
を
軽
減
で
き

れ
ば
、
夏
も
山
梨
、
そ
し
て
全
国
の

頂
点
に
立
つ
可
種
は
十
分
に
あ
る

け
ん
引
し
、
 
B
安
打
投
げ
て
は
林

が
5
回
参
考
な
が
ら
1
死
球
の
み
で

ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
0
 
自

己
最
速
を
2
キ
0
更
新
す
る
 
1
4
2
キ
0

を
マ
ー
ク
す
る
な
ど
力
強
さ
が
増
し

た
。
視
察
し
た
N
P
B
ス
カ
ウ
ト
は

「
打
者
が
合
わ
せ
づ
ら
い
角
度
と
ボ
ー

ル
の
見
え
づ
ら
さ
を
備
え
て
い
る
」

と
セ
ン
バ
ツ
で
防
御
率
1
・
脚
と
。
無

双
0
 
し
た
要
因
を
分
析
し
た

セ
ン
バ
ツ
後
林
は
塁
手
の
高

橋
海
翔
と
と
も
に
高
校
日
本
代
表
候

補
強
化
合
宿
に
招
集
大
阪
桐
蔭
の

左
腕
・
前
田
悠
伍
ら
世
代
を
代
表
す

る
投
手
と
練
習
を
通
じ
て
交
流
し
た
。

専
大
松
P
の
右
腕
・
平
野
大
地
や
享

栄
・
東
松
快
征
ら
最
速
1
5
0
*
0
超

の
直
球
を
武
器
に
す
る
豪
腕
の
姿
に

変
化
球
の
キ
レ
は
も
ち
ろ
ん
す
ご

か
っ
た
で
す
け
ど
、
単
純
に
真
っ
す

ぐ
の
速
さ
が
一
番
、
違
っ
た
」
そ
れ

で
も
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
、
球
の
質

と
キ
レ
は
負
け
て
い
な
い
か
な
と
思

い
ま
し
た
」
と
、
林
は
己
の
長
所
に

鳥
を
深
め
た

エ
ー
ス
依
存
か
ら
の

セ
ン
バ
ツ
で
は
表
面
化
し
な
か
っ

た
課
題
も
あ
る
関
東
大
会
で
連
投

と
な
っ
た
帝
京
と
の
2
回
戦
で
は
先

発
し
、
 
8
回
Ⅱ
安
打
8
失
点
チ
ー

ム
も
1
点
差
で
競
り
負
け
た
工
ー

ス
の
出
来
が
チ
ー
ム
を
左
右
す
る
こ

と
が
、
よ
り
明
確
と
な
っ
た
林
に

近
い
実
力
を
持
つ
投
手
は
不
在
で
、

0

ツ
じ
バ
通
ン
を
セ
夏
●
春

榊
ι
卿

1

昌

指
揮
官
は
「
い
な
い
の
で
、
大
変
で

す
」
と
懸
念
す
る
セ
ン
バ
ツ
で
は

最
後
ま
で
好
調
を
キ
ー
プ
し
た
が
、

不
調
時
は
体
が
打
者
寄
り
に
突
っ
込

み
、
開
き
が
早
く
な
る
こ
と
で
持
ち

味
を
失
っ
て
し
ま
う
常
に
力
を
発

揮
す
る
た
め
に
は
投
球
フ
ォ
ー
ム
を

常
に
微
修
正
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

本
人
も
「
試
合
の
中
で
修
正
で
き
る

の
が
自
分
の
中
で
、
強
み
だ
と
思
っ

て
い
る
」
と
意
欲
的
だ
。
関
東
大
会

で
糧
と
課
題
を
得
た
工
ー
ス
は
「
自

分
た
ち
は
力
が
な
い
目
の
前
の
よ

合
に
、
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
」

と
夏
に
向
け
て
再
ス
タ
ー
ト
を
誓
っ

た
 
1
年
生
の
新
戦
力
と
し
て
は
た

腕
・
津
島
悠
翔
が
関
東
大
会
で
べ
ン

チ
入
り
セ
ン
バ
ツ
で
は
2
よ
△
口
に

救
援
し
、
関
東
大
会
で
も
帝
京
と
の

2
回
戦
で
救
援
し
た
3
年
生
右
腕
・

中
田
有
飛
と
も
に
、
成
長
が
期
待
さ

れ
る
気
温
が
高
く
、
消
耗
度
の
高

い
夏
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
工
ー
ス

に
続
く
投
手
が
不
可
欠
と
な
る

左
の
大
砲
・
岳
原
陵
河
、
 
1
年
時

か
ら
四
番
に
君
臨
し
た
右
の
ス
ラ
ッ

ガ
ー
・
高
橋
を
擁
し
、
小
技
に
優
れ

る
中
堅
手
・
星
野
泰
爽
塁
手
・

大
森
燦
勝
負
強
い
打
撃
が
売
り
の

捕
手
・
佐
仲
大
輝
ら
甲
子
園
メ
ン

バ
ー
が
並
ぶ
打
線
は
迫
力
満
点
。
関

東
大
会
で
も
2
試
合
N
イ
ニ
ン
グ
で

即
得
点
を
奪
う
な
ど
破
壊
力
は
健
在

だ
。
吉
田
監
督
、
長
男
・
吉
田
健
人

部
長
が
行
う
相
手
校
分
析
か
ら
導
か

勺

↓

.

.
 
0

山
梨
に
新
し
い
歴
史
を
刻
ん
だ
功

績
を
称
え
て
、
同
校
の
あ
る
甲
府

市
の
樋
口
雄
市
長
か
ら
は
「
甲
府.

00

「
目
の
前
の
試
合
に
、
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
」
(
林
謙
量
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山梨学院

●SC卜10OLDATA
正式名称/山梨学院高等学校

6 (a召和31)年学校創 195y

フ(a召和32)年部/野球部創 195

長/ 吉田健人野球部
^監 督/
^

将 進主
山, 会優勝、022年秋結果/

優勝、023年春結 くツセ'

勝岬過去3年問の夏戰績/ 22年=イ

甲子園通算成績/春6 ロ(イ 勝=2

※20年は独自大会

■過去の夏 覇校
年度 (地区学校名

学院(栃1962

、商(愛知)1966 J

島(和歌山1979

阪)園(1987 P

浜(神司"111998

南(沖2010

桐(2012

2018 大阪桐蔭(大阪

●四番・高橋も工ース・林とともに

高校日本代表候補に名を連ね大勝
強い打は健在であ

コ.

^、^^

00゛0

19
00

関東
'県大
園1回
23年)

会優勝、明治神宮大会1回戦
会準優勝、関東大会2回戦
、21年=4強、20年=準優勝

辱首

倉清峰(長崎)を率いてZ^年春のセンバツを
制した吉田'(右)は、山梨学院では長男の。
長・健人氏(左)のサポートもあり頂点に立った

令史ヒ9度目(8校目)の春連覇
に挑戦する春は県2位で関東大
会出場(写真)。 2回戦敗退も、

につながる2試合だった

夏
ORT

つ意味

で初優勝を遂げた翌日、地元・山梨に凱娠
て初の優勝旗を持ち帰った(写真=金城聖子

゛a


